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令和６年 ３月 １４日 

文責 校長 田中裕子 

それぞれの思いを卒業式にこめる 

 先週から始まった卒業式の練習。可能な限り参加するようにしています。その最大の理由は、先生方と子ども達が

つくり上げる空間に身を置きたいからです。誰一人私語をすることもなく、大きな声と凛とした姿勢がそこにあります。子ど

も達が歌い上げる別れの歌や校歌。澄んだ目をして聞いている人に思いを届けたいと声を出してくる姿を見ていると、胸

にくるものがあります。 

 12 日の総練習では、本番さながらの緊張感の中で流れを確認していきました。どの子も自分の役割は何なのか、ど 

のような言動をするのかを自分の体を精一杯使って表現しているように見えました。出番よりも待つ時間の方が長いので

すが、全員が 6 年生に視線を注ぎ、6 年生のために頑張るという気持ちで座っています。その待っている姿もまた素晴ら

しく、ここまで頑張っていることを誇りに思います。 

 いよいよ明日は 6 年生の卒業式。持てる力を全て出し切り、悔いなく学び舎を巣立っていってほしいです！これまでに

やってきたこと、努力は嘘をつきません。自分を、そして友達、先生を信じ、6 年生の皆さんには堂々と明日を過ごしてほ

しいです。    

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   西部小４つのたから 

大きなうたごえ 元気なあいさつ 

すなおな心 つなぐ心 
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 １・２年生とのお別れ式 

6 年生と学校で会える最後の時間となりました。１・２年生は成長し

た自分、できることが増えた自分を見てもらおうと、何度も練習を重ねま

した。ぴんと背筋を伸ばして式に臨む姿はいつものあどけなさは消え、大

人びて見えました。 

 厳かな中にもほのぼのとしたものがあり、大好きな 6 年生に対する気

持ちがしっかりと伝わる素敵な式でした。 

 18 日は学級懇談会です 

 今年度最後の学級懇談会となります。ご多用と

は存じますが、1 年を振り返りその成長を皆で確認

し合える貴重な時間となりますので、ぜひご参加くだ

さいますようお願いします。 

 

 児童下校 １３；３０ 

 １ 

 ２～ 

 

＊スリッパ等をご持参ください。 

＊駐車は運動場に、帰りは西門から出てくださいま

すようお願いします。 

＊校長室は懇談前後の時間も含め開放していま

す。ご自由にお立ち寄りください。 

＊西部っ子ニュース３月分まで掲示しています。

ぜひ、1 年間の成長をご覧ください。年度内に返

却します。子ども達の限界をこちらが決めつけて

はいけないと反省します。 

 年度末になり、今年最後ということが増えました。地域

の方にたくさんお世話になりました。計算の丸つけや読み聞

かせのおかげで、朝の時間が充実しています。 

 また、来年度もお待ち申し上げます！！ 

＜おむすびチームの皆さん＞ 

  

＜ケムケムの皆さん＞ 

 
＊見守り隊として上西公民館に１３年間立ってくださった末次

様がご勇退されます。お礼をこめて PTA よりお品を送らせ

ていただきました。 

児童下校 １３；３０ 

 １～３年 １４：００－１４：４５ 

 ４・５年 １４：４５－１５：３０ 
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  「落ち着いた学校」 

 学校は、教育長コラムにありますように、「学校に居場所があり、落ち着いて生活できること」が特に大切だと考えます。

それができているかどうかは小学校では、児童の靴箱がバロメーターになると書かれています。本校でも学校の顔である

玄関や児童靴箱は毎日掃除をし、手入れを欠かしません。休み時間には「かつおタイム」とし、どこの教室でも「片付け 

次の授業の準備 お茶・トイレ」を習慣づけるようにしています。もちろん、教室の掃除・整頓は基本中の基本です。本

校では、「無言掃除」が行き届き、掃除の時間は、6 年生による短い指示が時々聞こえる程度で、基本的に話し声が

ありません。 

 当たり前のことと思われるかもしれませんが、上記のことは繰り返し常に指導していないと崩れ、そこから学級の荒れが

始まります。その兆候は時間のルーズさや雑然とした空間から始まります。教師を長くやっていると早い段階で気づきます。

スリッパが 1 足だけ反対のままだった、最近筆箱の中身がそろっていない等々、保護者の方からすればこのくらいという

気持ちになられることもあると思いますが、そこまでこだわっていくことで学校全体が変わっていきます。 

 落ち着いた学校になると、教師の声が変わり、そして子ども達の声が変わっていきます。大きな声での指導がなくなり、

支援する声かけが中心になります。子供たちの声も大きな声が校舎に飛び交うのではなく、明るい声がさざめきのように校

舎に満ちていきます。また、礼儀も整ってきます。丁寧語や敬語を場に応じて使えるようになっていきます。 

 もちろん、子どもですからいつも意識しているというわけにはいきません。子ども達は様々な感情をもっています。それを

上手くコントロールするように学校としては支援しています。 

コラムのように、ご家庭におきましても子ども達の思いを聞いていた 

だけたらと思います。聞いてもらい、わかってもらっただけで気持ちが落 

ち着くことも多いものです。 

 これからも家庭と学校の相互理解により、落ち着いた学校をつくり 

続けていきたいと思います。 

            ＜いつも整えられた美しい玄関の花＞ 

 


